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◆目標とすべきまちの姿 

平成 22（2010）年度をもって既に完了している学校施設（校舎・体育館）の構造体の耐震補

強に加えて、非構造部材の落下防止等耐震対策が講じられているため、児童生徒が安全かつ安

心に学習できる環境が整備されています。 

また、トイレ等衛生設備の整備など、健全な学習環境の構築に資する取組が進められていま

す。一部の学校においては、エコスクールの推進に向けて、太陽光発電設備又は LED 等次世代

型照明器具が導入されています。 

 

◆主な取組 

１．学校施設の整備 

⑴ 耐用年数を超過し、老朽化の進行する学校施設について、改築事業との整合性を考慮し

ながら大規模改修による延命化を図ります。なお、大規模改修による延命化を図ることが

困難な学校施設については、鎌倉市公共施設再編計画基本方針との整合性を考慮しながら、

改築事業の実施について検討します。 

⑵ 健康で安全な学習環境を構築するため、非構造部材の耐震対策、明るく清潔感のある快

適な衛生設備の整備を図るとともに、普通・特別教室への冷房設備設置について検討しま

す。 

 

◆この施策の方針内で実施する事業（実施事業） 

事業名 所管課 事業内容 

小学校施設整備事

業 

学校施設課 教育環境の改善を図るため、小学校施設の改築・改修

等を行います。 

＜重点事業＞ 

小学校防災対策事

業 

学校施設課 児童が安心して学習できる安全な教育環境を整備す

るため、小学校施設の防災対策を行います。 

＜重点事業＞ 

中学校施設整備事

業 

学校施設課 教育環境の改善を図るため、大船中学校の改築等を行

います。 

中学校普通教室及び特別教室への冷房設備の設置に

向けた検討を進めます。 

＜重点事業＞ 

中学校防災対策事

業 

学校施設課 生徒が安心して学習できる安全な教育環境を整備す

るため、中学校施設の防災対策を行います。 

 

（３）学校教育 

③ 学校施設の整備 

～児童生徒が健康で安全な学校生活をおくる場としての整備を進めます～ 

推計事業費（３ヵ年合計）：4,738 百万円 

 



 

- 73 - 

◆重点事業 

事 業 C D ４－３－３－１ 事 業 名 小学校防災対策事業 

所 管 課 学校施設課 

事業目標 非構造部材の耐震対策、給食棟の耐震診断・補強を行います。 

事業内容 
児童が安心して学習できる安全な教育環境を整備するため、小学校施設の防災対

策を行います。 

特記事項 「安全な生活の基盤づくり」につながる事業 

事業工程 

平成26年度 平成27年度 平成28年度 推計事業費 

体育館耐震対策修繕 

給食棟耐震診断 

体育館耐震対策修繕 

校舎等耐震工事設計 

給食棟耐震工事設計 

校舎等耐震対策修繕 

校舎等耐震工事設計 

校舎等耐震改修工事 

給食棟耐震補強工事 

248.4百万円 

 

事 業 C D ４－３－３－２ 事 業 名 中学校施設整備事業 

所 管 課 学校施設課 

関 連 課 教育総務課 

事業目標 
生徒が安心して学習できる安全な学校づくりのため、中学校施設の改築、改修等

を行います。 

事業内容 
教育環境の改善を図るため、大船中学校の改築等を行います。 

中学校普通教室及び特別教室への冷房設備の設置に向けた検討を進めます。 

事業工程 

平成26年度 平成27年度 平成28年度 推計事業費 

大船中学校改築工

事・監理、仮設校舎

賃借 

冷房設備設置の検討 

大船中学校改築工

事・監理、仮設校舎

賃借 

大船中学校体育館解

体工事 

冷房設備設置の検討 

大船中学校校庭整備 

冷房設備設置の検討 
3,874.6百万円 

 

事 業 C D ４－３－３－３ 事 業 名 中学校防災対策事業 

所 管 課 学校施設課 

事業目標 非構造部材の耐震対策を行います。 

事業内容 
生徒が安心して学習できる安全な教育環境を整備するため、中学校施設の防災対

策を行います。 

特記事項 「安全な生活の基盤づくり」につながる事業 

事業工程 

平成26年度 平成27年度 平成28年度 推計事業費 

体育館耐震対策修繕 
体育館耐震対策修繕 

校舎等耐震工事設計 

校舎等耐震対策修繕 

校舎等耐震工事設計 

校舎等耐震改修工事 

186.7百万円 

 


